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景
気
循
環
過
程
に
於
げ
る
資
本
財
産
業
主
消
費
財
産
業

|

|

過

剰

投

資

訟

の

内

部

的

問

題

|

|

吾
々
は
別
白
機
品
聞
に
於
て
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ

D
景
気
理
論
に
つ
い
て
詳
細
た
る
批
判
的
研
究
を
試
み
た
。

『
工
ピ
イ
ト
ホ
ア
白
骨

無
理
論
」
本
誌
第
五
一
巻
第
五
説
、
「
委
事
不
足
と
過
剰
生
産
」
本
誌
第
五
一
審
第
六
韓
、
「

U
V

品
ピ
イ
ト
ホ
ア
白
景
気
理
論
。
批
判
坤
」
本
誌
第
五
ニ
晶
世
帯
一

円
焼
、
「
最
革
政
策
。
問
題
と
の
嗣
輔
よ
り
昆
た
る

ν
ュ
ピ
イ
ト
ホ
ア
四
景
無
理
論
」
本
誌
第
五
二
巻
第
三
櫨
)
。
既
に
そ
の
と
き
明
か
に
し
た
ゃ
う

に
、
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
に
従
へ
ば
、
景
気
循
環
白
過
程
に
於
て
指
導
的
意
義
を
有
す
る
、
謂
は
ピ
趨
動
的
産
業
{
ア
ア
タ
リ
オ

ν
白
所
謂

は
常
に
専
ら
資
本
財
産
業
で
あ
り
・
消
費
財
産
業
の
動
昔
は
資
本
財
産
業
の
動
青
の
反
映
に
過
ぎ
子
、
そ

r
m
g白
日
刊
司
馬

m
目
。

Z
自
伝
)

れ
に
封
し
て
従
属
的
意
義
を
有
す
る
に
と
;
る
。
特
に
恐
慌

ll今
暫
く
「
景
気
白
〈
づ
れ
」
と
い
ふ
意
味
で
此
の
言
葉
を
用
ひ
る

ー
ー
に
つ
い
て
云
へ
ぽ
、
そ
り
原
因
は
資
本
財
に
針
ナ
る
購
買
力
。
不
足
、
即
ち
替
利
資
本
の
不
足
に
蹄
せ
ら
れ
る
白
で

b
り
、
従

つ
で
恐
慌
白
原
因
は
、
貯
蓄
D
過
剰
に
あ
る
D
で
は
た
〈
、
寧
ろ
貯
蓄
白
不
足
に
求
め
ら
れ
ね
ば
友
ら
む
わ
け
?
あ
る
cr

そ
れ
だ
け

一
般
的
過
剰
生
産
は
本
来
不
可
能
左
事
柄
た
の
で
あ
る
か
ら
、

恐
慌
の
原
因
は
不
比
例
、
卸
ち
部
分
的
過
剰
生
産
に
求
め
ら
れ
ね
ば
注
ら
宇
、
上
記
D
鵬
首
利
資
本
の
不
足
白
根
抵
に
も
か
や
う
な
財

で
は
友
い
。

一
歩
進
ん
で
云
へ
ば
、
販
路
設
が
主
張
す
る
や
う
に
、

。
世
界
D
不
比
例
が
あ
る
と
考
へ
ち
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
と
と
た
る
。

景
気
循
環
過
程
に
於
け
る
費
本
財
産
業
と
消
費
既
産
業

k
F
E
+四
血

管

、
四
五

第

醜

四
五



守

四'
六

景
気
循
環
過
程
に
於
け
る
費
本
財
産
業
と
消
費
財
産
業

第
五
十
四
巻

第

説

四
六

シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
の
景
気
理
論
は
、
か
く
の
如
く
、
資
本
財
産
業
に
趨
動
的
意
義
を
認
め
る
貼
に
於
て
、
ま
た
販
路
設
に
立
脚
し

て
恐
慌
白
原
因
を
相
針
的
過
剰
生
産
に
求
め
る
黙
に
於
て
、
特
徴
的
で
あ
る
。
邸
ち
、
費
本
財
産
業
民
起
動
性
を
認
め
る
拡
に
於
て
、

A

註

3

そ
れ
は
、
消
費
財
亮
支
に
起
動
性
を
認
め
る
過
少
消
費
設
と
、
恰
度
封
蹴
的
で
あ
る
。
過
砂
消
費
読
が
恐
慌
の
原
因
を
貯
蓄
の
過
剰

に
求
め
る
り
に
封
し
て
、
シ
品
ピ
イ
ふ
ホ
フ
白
景
気
理
論
は
恐
慌
の
原
因
を
寧
ろ
貯
蓄
の
不
足
に
蹄
ず
る
白
で
あ
る
。
然
も
、
そ
の

上
に
、
此
D
勤
立
は
古
典
準
波
に
於
け
る
販
路
説
論
争
の
直
接
的
在
職
問
展
で
あ
る
。
印
ち
過
少
消
費
設
は
シ
ス
モ
ジ
ヂ
イ
、
マ
ル
サ

ス
た
ど
白
一
般
的
過
剰
生
産
肯
定
論
の
直
系
白
褒
展
で
あ
る
θ
に
謝
し
て
、
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
白
景
気
理
論
は
根
本
に
於
て
セ
ィ
、

リ
カ
ア

F
オ
に
初
ま
り
ツ
ガ
ン
で
護
展
せ
し
め
ら
れ
た
販
路
読
の
褒
展
で
あ
る
。

か
や
う
に
シ
ユ
ピ
イ
?
申
フ
の
景
気
理
論
は
過
少
消
費
設
の
景
気
理
論
と
極
め
て
明
確
た
封
ま
を
示
し
で
ゐ
る
。
そ
の
封
立
は
園

式
的
、
会
式
的
で
あ
る
と
さ
へ
云
へ
ょ
う
。
従
っ
て
、
景
気
皐
誌
を
過
少
消
費
設
と
過
剰
投
資
設
と
の
こ
つ
の
叫
樹
立
す
る
黛
祇
に
匡

凡
ー
す
る
と
す
れ
ば
、
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
白
景
無
理
論
の
如
き
も
の
は
過
剰
投
資
読
の
代
表
的
た
る
も
の
と
見
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
此

t.t v 
る意
b 味
けに
で於
あて

翌五
』主
士
た

遁
'il'rr 
投
資
説
D 

一
歩
進
ん
で
云
へ
印
、
景
気
理
論
金
贈
の
、
考
察
の
最
も
好
都
合
左
手
懸
り
と
も

と
と
ろ
で
し
か
し
、
上
に
特
徴
づ
げ
た
ゃ
う
友
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
の
景
気
理
論
の
根
本
的
観
貼
は
そ
の
ま
t
A

是
認
せ
ら
れ
る
で
あ

ち
ろ
か
。
帥
ち
、
(
一
)
景
気
循
環
に
於
け
る
起
動
的
意
義
は
費
本
財
産
業
に
射
し
て
し
か
認
め
ら
れ
ぬ
で
あ
ち
ろ
か
。
そ
れ
は
、
資

本
財
産
業
ぷ
針
し
て
と
同
様
に
、
消
費
財
産
業
に
射
し
て
も
認
め
ら
れ
る
の
で
は
た
い
で
あ
ら
う
か
。
〈
二
二
般
的
過
剰
生
産
自
可

能
性
を
否
定
す
る
販
路
読
の
立
揚
は
そ
白
ま
h

承
認
さ
れ
得
る
で
あ
ら
う
か
。
此
等
白
黙
に
閲
し
て
は
、
週
少
消
費
設
を
否
定
す
る

立
揚
に
於
て
も
、
異
論
た
し
と
し
左
い
。
今
私
は
此
等
白
異
論
の
重
要
な
る
も
白
を
顧
み
た
が
ら
、
此
の
ご
っ
白
問
題
の
う
ち
、
と

古典畢概白販路詑論争についでは谷口吉彦教授 L恐慌理論の研究マ白詳細なる
研究を参照されたい。



と
で
は
第
一
白
問
題
に
つ
い
て
若
干
白
私
見
主
鍛
べ
よ
う
と
す
る
~

し
“
，

(
註
一
)
と
と
に
所
調
過
密
消
費
詑
は
景
気
循
環
の
読
明
原
理
と
し
て
白
そ
れ
で
あ
る
。
従
ワ
て
そ
れ
は
、
高
田
博
士
(
「
景
無
担
動
論
」
一
一
五
六
頁
)
起
叩

由
自
に
従
へ
ば
、
義
的
湿
地
ノ
消
費
読
並
び
忙
並
行
的
過
少
消
費
話

E
E別
Zた
意
味
に
於
け
る
一
時
的
過
砂
消
費
設
で
を
。
具
瞳
的
に
云
片
山
ー

へ
ぽ
、

J
A
・
ボ
ア

y
ν
、
E
・

μ
Lア
ラ

L
w・T
・
フ
ォ
ス
タ
ー

uw-キ
ヤ
ツ
チ
ン
グ
ス
な

r
D景
気

理

論

が

と

れ

に

周

ず

る

@

偽

日

一

拍

伊

(
註
一
一
)
現
代
的
経
楠
樺
勤
理
論
に
於
て
指
導
的
役
割
を
慣
ピ
て
ゐ
名
目
は
制
橋
串
抵
で
あ
る
。
此
の
意
味
に
於
て
剣
橋
皐
扱
の
組
桝
塑
動
理
論
邑
て
グ
」
』

霊
的
に
把
揮
す
る
と
と
は
、
現
代
審
理
論
忙
携
は
る
も
の
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
仕
事
と
な
っ
て
?
で
ま
剣
橋
震
の
経
済
費
勤
理
論
白
山
一
清

乃
至
景
無
理
荷
は
頗
る
見
透
し
難
い
構
造
冨
有
ナ
る
。
今
私
は
此
白
抱
揖
を
次
の
仕
方
で
行
は
う
と
す
る
。
本
文
で
鏡
eへ
た
意
味
に
於
て
最
も
好
都
合
と
宇
圭
d

」
2
e

た
手
懸
習
止
し
て
、
過
少
消
費
設
と
完
全
に
劃
蹄
的
な
過
剰
投
養
器
(
ツ
ガ
シ
、
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
7
、
ハ
イ
エ
ク
を
誼
ず
る
流
れ
)
を
選
び
と
れ
か
ら
由
描
引
町

号
す
る
。
創
楕
畢
抵
は
、
此
白
典
型
的
な
過
剰
投
費
設
に
劉
し
て
多
〈
の
偏
異
を
示
し
、
剣
橋
串
日
聞
の
景
気
理
由
酬
は
此
の
偏
異
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
…
…
引
百

れ
る
が
、
か
か
る
特
徴
づ
け
に
よ
っ
て
創
橋
畢
旗
の
景
気
理
論
白
構
造
を
、
多
少
な
り
ξ
も
、
明
か
に
す
る
こ
と
が
出
車
る
。
こ
れ
が
私
自
探
ら
う
と
践
に
目

す
る
議
室
へ
の
接
近
の
方
向

Z
Z、
書

よ

稿

で

試

?

;

ナ

る

ζ

と
は
、
比
議
異
の
可
能
性
主
二
一
一
の
重
要
な
謀
長
て
検
討
龍
認

す
る
と
主
で
あ
る

G

そ
れ
世
帯
が
て
創
精
霊
の
景
気
担
論
の
特
徴
づ
け
に
も
役
!
で
あ
b

ぅ

。

詰

ω

Ra-
、
O

U

I

-
市
る
由

Z

船
一
げ
町
一
日

回
国

i
e
2

制
ゐ
由
t

若
礼

O
L羽

循
ト

v
m

気
持
"
叶

市
勧
E
E
M
m

稿
問
'
旧
自

掴
隅
由
回

h

は
て
p
m

稿
第
!
加

本
た

A
K

-一

「
凡
て
を
決
す
る
も
の
は
固
定
的
費
本
設
備
の
建
治
情
動
白
献
況
で
あ
る
。
そ
れ
が
増
大

L
つ
h

あ
る
か

E
う
か
、

況
と
不
況
と
は
本
質
的
に
匡
別
せ
ら
れ
る
。
其
他
一
切
の
現
象
は
凡
て
随
伴
的
現
象
陀
す
ぎ
一
及
川
o

」
此
の
シ
ユ
ピ
イ
下
卓
?
の
言
葉

は
、
資
本
財
産
業
白
み
が
起
動
的
な
り
、
と
す
る
彼
自
立
揚
を
最
も
雄
婦
に
物
語
っ
て
ゐ
る
。
吾
々
は
此
の
主
張
に
つ
い
て
詳
細
た

る
吟
味
を
加
へ
土
う
J

・

上
記
の
、
資
本
財
産
業
が
起
動
的
葎
桑
で
あ
る
と
い
ふ
主
張
は
犬
健
次
の
三
つ
に
蹄
す
る
と
思
は
九
れ
る
。
第
一
の
論
擦
は
謂
は

ピ
理
論
的
危
-
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
か
ろ
主
張
す
る
。

-

1『
仮
に
消
費
財
需
要
が
増
大
し
て
も
、
そ
れ
は
貯
蓄
白
減
退
、
資
本

形
成
の
阻
害
、
資
本
財
産
業
白
衰
頒

ι導
く
か
ら
、
景
気
の
上
昇
は
そ
れ
よ
り
起
る
と
と
は
出
来
ぬ
。
従
っ
て
消
費
財
産
業
は
景
気

に
よ
っ
て
好

景
気
循
環
温
程
に
於
げ
る
賓
本
財
産
業
と
消
費
財
産
業

第
五
十
回
巻

E司
七

第

腕

四
七

F 

2) 

3) 



景
気
循
環
過
程
に
於
け
る
費
本
財
産
業
と
消
費
財
産
業

第
五
十
四
巻

第
一
一
揖

循
還
に
於
げ
る
超
動
的
産
業
で
は
あ
り
得
泣
い
。
』
卸
ち
、
調
は
玄
関
省
主
耳
目
昔

EF2一珂
E
E円
で
あ
u
q
L
V
之
に
針
し
て
第
二
の

論
擦
は
、
景
気
循
環
に
於
て
波
動
白
振
幅
は
常
に
、
資
本
財
産
業
に
闘
す
る
も
の
f
方
が
、
消
費
財
産
業
に
閲
す
る
も
の
よ
り
も
、

大
き
〈
旦
念
激
で
あ
る
、
と
い
ふ
よ
〈
知
ら
れ
た
事
責
(
ロ
パ
ア
ト
ツ
シ
の
所
謂

F
A
E是
正
『
品

g
g
ぇ
P
E宮
内
吉
田

ω
邑

E
E
E
Z
E
S
-

E
E
Z
D事
与
で
あ
一
位
一
日
得
此
の
上
に
、
波
動

D振
帽
の
最
大
な
る
も
の
は
、
常
に
、
資
本
財
生
産
の
た
め
の
生
産
財
(
間
接
消
費

財
)
に
闘
す
る
諸
々
の
数
量
で
あ
る
と
い
ふ
事
貨
も
屡
々
注
目
さ
れ
る
。
蓋
し
、
此
等
の
財
は
消
費
財
需
要
ξ
直
接
に
は
閥
係
友
い

困
F、

四
A 

も
白
で
あ
昔
、
従
っ
て
景
気
循
環
の
最
も
特
徴
的
な
部
面
(
間
接
消
費
)
が
消
費
財
産
業
と
交
渉
が
乏
し
い
己
と
を
此
の
事
寅
が
一
示
す

ー
か
ち
で
あ
る
{
謂
は
ほ
吋
旦
富
島
E
E宮
目
g
c
o

資
本
財
産
業
が
起
動
的
産
業
で
あ
る
と
い
ム
主
張
の
論
擦
は
以
土
の
逼
り
で
あ
る
。
と
と
ろ
で
此
D
中
第
一
白
論
擦
は
循
環
論
法

に
立
脚
し
、
論
擁
た
る
資
格
を
快
ぐ
も
白
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
そ
の
主
張
は
、
資
本
財
産
業
が
起
動
的
産
業
で
あ
る
と
と
を
前

提
し
て
始
め
て
成
立
す
る
も
の
で
冶
る
。
従
っ
て
此
の
第
一
白
論
揚
は
深
い
考
察
に
傭
せ
や
、
吟
味
白
重
黙
は
寧
ろ
第
二
心
論
擁
に

置
か
れ
ね
ば
怠
ら
ぬ
。
此
め
意
味
に
於

F

て
先
づ
、
此
の
第
γ

一
回
論
擦
を
庭
理
し
て
懸
る
り
が
使
宜
で
怠
る
。

と
の
た
め
に
、
先
づ
消
費
財
産
業
D
衰
頚
が
費
本
形
成
を
阻
害
し
、
資
本
形
成
の
阻
害
が
費
本
財
産
業
の
衰
頚
を
導
ノ
¥
と
い
ふ

主
張
を
一
臆
是
認
し
よ
う
。

E

L
に
、
ハ
イ
エ
ク
が
一
古
ふ
や
ろ
に
、

一
方
に
消
費
財
の
過
少
生
産
と
そ
の
相
封
債
格
白
騰
貴
が
あ
る

D
K
劃
し
て
、
他
方
に
費
本
財
の
過
剰
生
産
と
そ
り
相
針
債
格
の
下
落
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
邸
ち
、
需
要
が
消
費
財
に
偏
し
た
不

比
例
が
財
回
世
界
の
内
部
に
現
は
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
然
し
か
く
の
如
昔
、
「
需
要
悩
消
費
財
に
偏
じ
た
不
北
例
」
に
O
み
景
気
白
〈

づ
れ
の
原
因
が
蹄
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ね
理
由
は
ど
と
に
あ
る
が
。
「
需
要
が
資
本
財
に
偏
し
た
不
比
例
」
(
消
費
財
由
相
謝
的
過
剰
生
産
)

と
雄
も
同
じ
〈
不
比
例
で
は
泣
い
か
。
そ
れ
が
景
気
の
〈
づ
れ
の
原
因
た
り
得
宇
、
「
需
要
が
消
費
財
に
偏
し
た
不
比
例
」
(
費
本
財
田

4) ，上飽白 Spieth~ff 白立場はその官会 Hayek (P同国 undProduktion， 1931.) 
に継承されてゐるa彼は、』需要が消費貯に伺り遇t""た平比例司語、ιし油、恐慌
がiiり得血と止を宮鍋白如〈看倣すが、此白際彼は Spietho仔の上記町議論を
そ広告霊前握してゐるのである。 (a.a'> O. S. 87任)此由意味に於て以下町

、



の
論
擁
に
てコ
ν、
~ 
」

豆王
国

々

は
向
ーた
り

賄
を
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ。

第

。
此
dコ
議

時掠は‘車に 9ュピイトホフの景無理論を劃象とする白みでなぐ、また A イ墨
クのそれをも重量畿とするも白でああ。
'D.-H..Robe，rtson: A Study of Industdal'FluctU.a白ons，.1915; p. I~5・

相
割
的
過
剰
生
産
〉
だ
け
が
景
気
。
，
t
づ
れ
の
原
因
と
在
る
の
は
何
故
で
あ
る
か
。
結
局
と
れ
に
針
し
て
は
、
「
資
本
財
産
業
が
景
気
循

環
に
封
し
て
趨
動
的
で
あ
る
か
ら
ば
と
答
へ
る
他
は
な
い
。
此
の
意
味
民
於
て
、
第
一
白
論
擦
は
循
曙
世
論
法
に
基
昔
、
論
擁
た
る
資

(
謹
三

格
を
快
ぞ
も
白
で
あ
る
。

然
し
そ
れ
だ
け
で
は
友
い
。
以
上
の
第

論
は
消
費
財
需
要
が
資
本
形
成
を
阻
害
す
る
と
主
張
す
る
。
然
し
此
の
際
(
生
産
的
)
投
資
に
充
て
ら
れ
る
貨
幣
資
本
が

貯
蓄
に
よ

ち
宇
と
も
、
信
用
創
遣
に
よ
っ
て
も
調
達
喜
れ
得
る
こ
と
が
充
分
考
慮
さ
れ
丈
ゐ
な
い
。
第
三
、
此
白
議
論
は
「
加
蓮
皮
の
法
則
」
の

作
用
を
見
落
し
て
ゐ
る
。
第
一
の
鮪
に
闘
し
で
は
、
既
に
シ
品
ピ
イ
ト
ホ

7

D
景
気
理
論
を
論
宇
る
際
詳
論
し
た
か
ら
、
己
L
に
は

重
要
た
結
論
だ
け
絞
べ
る
に
止
め
よ
う
。
ー
ー
ー
信
用
創
造
が
短
期
信
用
D
供
給
に
し
か
役
立
ち
得
ぬ
と
見
る
見
解
は
偏
狭
で
あ
る
。

そ
れ
は
長
期
投
資
に
も
役
立
ち
得
る
。
従
っ
て
、
消
費
財
需
要
が
増
大
す
る
揚
合
.
そ
れ
と
平
行
に
信
用
創
造
に
よ
っ
て
資
本
形
成

が
充
分
に
行
は
れ
得
る
左
ら
ば
、
そ
の
消
資
財
需
要
，
の
増
大
は
景
気
上
昇
傾
向
を
抑
制
阻
害
す
る
も
の
と
は
な
ら
ぬ
。
第
三
の
、
加

速
度
の
法
則
白
作
用
に
つ
い
て
は
次
に
直
ち
に
論
及
す
る
。

か
く
白
如
〈
に
し
て
、
資
本
財
産
業
が
起
動
的
産
業
で
あ
る
と
い
ー
ム
主
張
の
第
一
の
論
接
、

自
由

F

は
E
れ
を
度
外
腕
し
て
差
支
へ
左
い
も
の
と
考
へ
る
。
従
っ
て
此
白
主
張
の
吟
味
は
、
自
ら
、
第
二
の
論
擦
に
集
中
さ
れ
る
J

調
は
ど
同
名
H
E
Z
E
F
E
P句
里
四
回

(
註
一
回
地
自
動
に
つ
い
て
白
シ
品
ピ
イ
ト
シ
ホ
ヲ
の
議
論
に
つ
い
て
は

hpEF昆
・
苦
闘
E
E食

E
-
ヨ
国

E
F
Sユ
2
E忌
骨
『
∞
Z
m
z
a
E
2
1

0

岳
胸
骨

g
h
n
+
〉

E

2・
F凶

-
m
z・
(
望
月
敬
之
邦
諦
「
景
無
理
論
」
三
五
六
頁
)
参
照
。
尚
ハ
イ
忌
タ
で
は
此
白
舶
は
一
層
明
暗
に
読
か
れ
で
ゐ
る
。

d

『
江
田

V
B
5
5
&
p
o皆
E
g
g
s
-
ω
Z
J再
備
高
田
博
士
、
「
節
約
由
矛
盾
に
ワ
い
で
民
「
利
子
前
研
究
」
所
耽
)
を
参
照
さ
れ
た
い
)

(
駐
一
一
)
曲
目
事
黄
白
詳
細
川
な
る
分
析
こ
そ
ι
v
p
ピ
イ
ト
ホ
フ
白
景
気
温
諭
白
根
幹
を
な
す
も
白
で
島
る
。
備
と
品
に
ヲ
い
て
は
、
誼
常
白
「
財
序

列
」
(
の

E
2
6品
回
目
巴
白
思
想
で
は
な
〈
、
事
ろ
聡
盆
尉
(
開
ユ
E
噌
肉
曲
四
日
但
し
そ
白
中
医
住
宅
の
如
き
消
費
的
利
用
設
備
を
合
む
)
、
間
接
消
費
用
、

景
気
循
環
過
程
一
に
於
け
る
費
本
財
産
業
&
消
費
尉
産
業

第
五
十
回
巷

回

ブL

第
一
規

四

九

一一一一ι 一一…

5) 



戸、
k 

景
気
循
環
過
程
に
於
け
る
費
本
財
産
業
と
消
費
財
産
業

第
五
十
四
巻

Z 
O' 

Z 
O 

第

擁

直
接
消
費
財
白
区
別
が
利
用
き
れ
て
ゐ
る
こ
と
が
注
意
さ
る
べ
き
で
あ
ら
う
。

円
時
間
=
一
川
不
比
冊
乃
童
相
明
朗
渦
期
生
串
院
長
」
い
ふ
黙
で
同
長
f
同
一
で
あ
る
「
一
拘
悶
p
h

干、

ν
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
仕
、
南
晶
君
財
m
場
合
'
p

事
定
府
内
場

合
・
と
あ
調
問
問
型
明
的
陀
宥
へ
る
。
此
咽
理
一
局
主

L
で
ほ
、
害
虫
府
(
政
組
酔
1

広
明
開
樟
滑
車
畑
田
町
)
悶
轟
利
害
本
で
賢
仕
れ
る
と
い
ふ
と
在
、
需
主
財
白

過
剰
生
産
は
管
制
費
本
田
不
足
、
と
結
び
付
い
て
ゐ
る
と
わ
ふ
と

k
が
注
目
さ
れ
る
。
即
ち
、
費
本
財
白
過
剰
生
産
自
場
合
に
位
、
管
制
費
本
自
不
足
が

現
は
れ
、
比
の
普
判
費
本
の
不
足
が
部
分
的
過
剰
生
産
E
一
般
化
す
る
が
、
消
費
用
の
過
剰
生
産
は
か
か
る
特
徴
を
有
し
な
い
。
こ
れ
は
シ
ユ
ピ
イ
ト

、、

ホ
フ
が
強
調
す
る
愉
駄
で
あ
る
が
、
ぞ
れ
に
も
拘
は
ら
ず
、
上
記
の
私
白
批
判
は
成
立
つ
と
思
は
れ
る
。
第
一
由
理
由
。
消
費
財
白
過
剰
由
場
合
に
は
、

そ
白
部
分
的
問
調
生
産
を
一
隅
化
ナ
ペ
警
手
段
は

P
と
に
ホ
存
尭
L
な
い
か
。
晴
晴
酎
購
買
力
宇
乃
璽
冊
得
白
木
足
前
そ
れ
で
は
な
い
か
e
恰
主
幹
利

費
本
白
不
足
が
費
宜
尉
町
一
部
骨
柄
摘
剰
生
量
し
を
一
間
北
上
得
る
ル
一
同
様
に
、
冊
得
間
不

E
け
情
畢
酎
円
一
問
時
間
再
開
ι
貝
串
院
を
一
冊
化
上
梓
自
で
あ
p
m

う

か。
t
F
=

由
理
由
。
シ
晶

r
イ
ト
ホ
フ
の
す
場
か
ら
十
れ
問
、
牌
判
賓
本
の
H

耐
乏
円
菅
徒
同
目
、
別
円
一
冊
舎
に
曹
甫

L
食
品
ヤ
ろ
に
、
捕
宇
尉
同
軸
更
が

あ
る
響
で
あ
り
、
好
犯
の
揖
折
の
本
質
的
な
原
因
同
質
幣
的
世
界
に
で
同
社
(
、
財
の
世
界
に
あ
る
磐
で
あ
あ
。
此
白
よ
mη

本
質
的
た
尉
の
世
界
忙
湖

。
て
考
へ
れ
臣
、
上
記
白
歪
穂
陸
は
最
早
存
在
し
な
〈
な
あ
。
消
費
財
田
過
剰
と
費
本
財
白
過
剰
と
は
劃
種
的
に
見
ら
る
べ
き
で
あ
る
。

脊
本
財
跨
菜
、
陀
開
ナ
る
諸
々
の
師
町
時
的
動
景
の
軒
幅
制
川
非
常
に
・
穴
曹
い
ヒ
曹
と
ほ
、
春
本
財
背
業

b
暑
気
軒
嘆
の
担
問
動
的
産
業
と
認

め
"
。
六
場
に
封

L
て
槙
め
て
有
利
在
車
賓
と
考
へ
ら
れ
ろ
。
此
の
世
帯
宵
は
確
か
忙
者
一
慢
で
昔
在
い
。
然
し
、
そ
の
己
と
は
育
ち
に
、

景
気
循
環
の
過
程
に
於
宅
消
費
財
産
業
が
従
底
的
で
あ
る
己
と
を
意
味
す
る
で
あ
ら
う
か
。

此
の
射
に
つ
い
て
問
題
と
た
る

D
は

蓋
し

加
蓮
度
の
法
則
を
認
め
る
と
き
は
、

第
一
に
加
速
度
の
法
則
の
作
用
で
あ
る
ロ

資
本
財
産
業
白
線
隔
が
消
費
財
奇
業
の
そ
れ
に
比
し
て
遁
か
に
大
昔
い
と
会
は
営
然
で
あ
り
、
し
か
も
そ

D
資
本
財
産
業
白
上
旬
急

激
た
波
動
は
消
啓
一
財
需
要
白
よ
り
微
弱
一
社
輯
動
か
九
説
明
さ
れ
得
る
か
ら
で
あ
ち
。
更
に
加
来
度
の
時
間
則
に
鰻
い
で
問
題
と
た
る
の

そ
の
珊
動
性
確
か
忙
縄
問
闘
で
あ
見
。
。
全
作
且
常
気
の
ト
昇
士
た

ほ
下
降
が
餌
忙
勲
符
し
仏
閉
め
た
場
合
、
そ
の
ト
一
昇
文
段
下
降
の
累
積
的
防
官
民
に
於
て
春
一
本
財
梼
繋
が
指
ム
T
Z
得
制
が
腕
め
て
回
開
磐
で

除
、
書
費
の
問
題
で
あ
る
。

消
曲
智
財
樺
繋
争
品
鰐
と
し
て
回
九
れ
ぽ
、

此の貼については Spjethoff~ 'Aftikel，' ，. Krisen“-im ，1主聞dworterbuch-der 
Staatsw同町schaftenら 4.Aus. VJ. Bd. S 68.. (撃H敬之邦曹，;唐草理論守 p.
2~4.) を E土ロ備とのと左は、 HeIlmut Gottschalk: Die KaufkraftJehre 
~ine KTitik rler. tJntel'verhra.nchslehr凹 vonJ.-A. Hob阻 n，E. Lederer， W 
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もあ
のる
古去 と

あと
り は
、否

然定
も出

景雪
兎乳 ν、
循。

環然
色し師、

史そ

五E
里占 も
古ミ 手旬

主E
季子
l 、

ts消

審書
J 産
i、主位

ら主
墨田
法的
議に
(~槻
長雪
可れ
罰問 ぽ

5そ
院事 CD 

更事霊
的型
IJr zn. 
-ι 相

産量
的著
、 主瓦

起
動
的
在
る
役
割
を
品
開
巴
た
産
業
が
存
在
す
る
。
特
に
耐
久
的
消
費
設
備
守
品
骨
E
E
m
Z
S
Z
2
3
唱
g
r唱
回
)
の
生
産

K
闘
す
る
諸
々

の
消
費
財
産
業
が
と
れ
で
あ
る
。
此
白
一
事
貸
は

E
う
見
ち
る
べ
き
か
。

以
上
の
三
つ
は
、
資
本
財
産
業
の
み
に
起
動
的
意
義
を
認
め
る
立
場
に
針
寸
る
最
も
有
力
た
る
批
判
で
あ
る
。
後
民
吾
々
は
そ
れ
を

順
次
と
り
あ
げ
て
論
十
Z
が
、
と
と
に
は
先
づ
最
も
鹿
四
し
易
い
反
封
論
の
一
つ
を
清
算
す
る
己
と
か
ら
始
め
よ
う
と
思
ふ
。
そ
れ

は
、
ア
ヲ
グ
リ
オ
ン
の
議
論
で
あ
っ
て
、
そ
の
立
脚
離
は
、
か
の
填
太
利
製
汲
の
師
属
理
論
の
立
場
(
彼
白
所
謂
庁
防
m官
2
弘

mm
骨

F
E門主

で
あ
る
。
彼
の
主
張
は
要
寸
る
に
か
う
で
あ
る
吋
|
!
生
産
財
に
封
ず
る
需
要
は
、
要
す
る
に
、
消
費
財
需
要
か
ら
源
生
し
た
減

生
的
需
要
に
他
友
ら
た
い
。
根
原
的
た
白
は
消
費
財
需
要
で
あ
っ
て
、
資
本
財
需
要
は
そ
れ
に
従
っ
て
動
〈
に
止
ま
る
。
そ
れ
ゆ
ゑ

に
、
景
気
循
墳
の
過
程
忙
於
て
も
、
第
一
次
的
意
義
を
有
す
る
も
白
は
消
費
財
産
業
で
あ
り
、
資
本
財
産
業
の
鑓
動
は
消
費
財
産
業

の
宇
一
れ
の
反
映
で
あ
り
、
そ
れ
に
従
属
す
る
も
D
に
他
友
ら
由
。
勿
論
比
の
反
映
は
、
加
速
一
度
の
法
則
と
い
ム
橋
大
鐘
の
作
用
の
結

果
、
原
像
よ
り
は
幾
倍
か
大
き
い
。
然
じ
、
そ
れ
巨
拘
は
ち
ヂ
、
起
動
附
-
涯
の
は
消
費
財
産
業
で
あ
っ
て
者
本
財
産
業
で
は
左
い
。

砂
く
と
も
原
理
的
に
は
さ
う
で
あ
る
。

己
れ
が
T
ツ
グ
リ
オ
V

の
主
張
で
あ
る
?
卸
ち
、
消
費
財
産
業
D
み
が
起
動
的
で
あ
る
、
ー
と
い
ム
賠
に
於
て
は
、
彼
。
議
論
は
過

少
消
費
説
に
極
め
で
近
い
の
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
、
此
白
白
主
張
は
承
認
出
来
た
い
9

第
一
に
、
消
費
財
需
要
が
攻
々
忙
高
次
白
生
産

段
階
に
反
映
さ
れ
る
己
と
が
可
能
で
あ
る
と
同
様
陀
、
ま
た
逆
花
、
高
次
の
生
産
段
階
の
事
情
が
よ
り
低
突
の
段
階
忙
波
及
す
る
己

と
も
可
能
で
る
る
。
此
白
反
映
乃
至
波
及
の
過
程
は
決
し
て
一
方
的
で
は
左
い
。
ナ
フ
グ
習
中
A

Y

D
上
記
の
議
論
は
事
態
白
一
一
両
し

E
-

景
気
栢
環
過
程
に
於
け
る
費
本
財
産
業
と
消
費
財
産
業

第
五
十
四
巻

傍

観

宜

T. Foster-and W. Catchingi;. :Beih君，gez.ur Erf町田hungder wiTtscha'仇lichen
Wechsell昭 en'.Heft 5. '19::12， S. 93なrでも反覆強調されてゐる。
島 tの如t相劃的倒持の翻動を此の問題に主 P入札る ζ とは既に Roberts四

年よって彊調されてゐる oCf. ibid. p.' 125 
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包
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t

m
L
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帥
沼
叩

H
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e
:
n
 

n
'
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u
e
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rmv山u
d
 

創

引

叫

明
M

」
品
戸
判

っ
て
そ
己
/
に
幾
多
の
錯
誤
が
生
じ
、
此
の
錆
棋
の
結
旧
市
と
し
て
需
要
相
且
聞
の
蓮
帯
性
の
切
断
が
生
や
る
。
此
の
切
断
に
よ
っ
て
盟
問

I
記
聞

凪

J
m
h

要
白
反
映
は
、
静
皐
的
理
論
が
構
想
す
石
と
己
ろ
と
は
異
っ
て
来
る
が
、
そ
の
相
違
の
方
向
が
如
何
た
る
も
の
で
あ
る
か
は
、
此
の
叫

H
t

ι
悶
加
由

E
v
e
川
U
I

切
断
が
如
何
な
る
形
で
生
や
る
か
に
よ
っ
て
犬
々
異
容
。
・
然
も
此
の
切
断
が
如
何
怠
る
形
に
於
て
行
は
る
る
か
は
諌
め
明
か
に
し
難
品
V
M
u
h

n
t
M
 

い
か
ら
、
此
の
相
違
の
方
向
も
↓
般
的
に
は
測
定
し
難
い
o

此
の
意
味
に
於
て
も
師
岡
崎
瑚
論
の
直
接
的
適
用
は
危
険
で
あ
る
。
山
町
・
阿
L

曲
n
N

語、

か
く
て
、
蹄
岡
崎
の
思
想
を
虫
脚
献
と
し
て
、
消
費
財
産
業
白
起
動
性
主
主
張
す
る
と
と
は
譲
り
で
あ
る
。
現
に
ア
ブ
グ
リ
オ
ン
自
陣
再
加

、

町

吋

U

‘

身
で
す
ら
、
原
理
的
に
は
此
主
張
を
同
執
し
左
が
ら
、
景
気
需
を
寅
際
、
に
構
成
す
る
望
日
市
営
主
張
に
徹
底
し
得
十
、
生
一
官

1

1

r

 

産

手

段

白

生

産

部

門

に

も

超

五

即

位

を

認

め

ざ

る

を

得

泣

く

放

っ

て

ゐ

る

由

も

、

と

の

た

め

で

あ

る

。

£

e
H
h

d
e
d
w
h
 

e

u

 

r
h
w
出

h
h
叩

叫

E

え

5

n
品

p
e
町

0
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副

曲

目

p

hu川
首

f
V

A
m
p
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台北

景
気
循
環
過
程
に
於
け
る
費
本
財
産
業
主
鴻
費
財
産
業

か
見
て
ゐ
た
い
。
乙
れ
は
蹄
属
理
論
の
立
場
自
慢
と
も
閥
嚇
す
る
己
と
で
あ
る
が
、
突
に
努
二
に
、
偲
に
か
く
白
如
昔
一
方
的
波
及

第
五
十
四
巻

第

披

ヨZ

'" 

過
程
し
か
認
め
ぬ
と
し
て
も
、
ず
フ
グ
リ
オ
ド
白
や
う
に
、
静
盟
甲
的
理
論
を
そ
の
ま
ま
鑓
動
過
程
の
分
析
に
適
用
す
る
こ
と
は
五
し

C
設
い
。
特
に
今
D
場
合
と
の
と
と
を
危
険
な
ら
し
め
る
も
の
は
、
消
費
財
需
要
が
逐
挽
に
止
り
宜
向
次
の
段
階
忙
反
映
し
て
行
〈
過

程
は
、
経
済
費
動
過
程
で
は
、
静
接
的
理
論
が
暗
闇
想
す
る
も
D
と
は
異
な
っ
て
来
る
、
と
い
ふ
事
情
で
あ
る

v

。
い
ふ
ま
で
も
た
く
此

の
反
映
を
推
賞
す
る
も
四
は
企
業
者
で
あ
り
、
然
も
企
業
者
は
た
だ
事
前
の
強
想
に
於
て
此
等
の
需
要
を
見
積
る
に
過
ぎ
泣
い
。
従

四

加
蓮
度
の
法
則
に
従
っ
て
消
費
財
産
業
と
資
本
財
産
業
と
の
関
白
一
闘
聯
を
考
へ
る
立
場
が
、
資
本
財
産
業
の
み
に
起
動
性
を
認
め

土
う
と
す
る
立
揚
に
封
L
て
極
め
て
有
力
友
る
理
論
的
批
判
で
あ
る
己
ど
は
、
上
に
絞
べ
光
通
り
で
あ

L
4
-町
ち
、
加
蓮
度
の
法
則

に
従
へ
ば
、
消
費
財
需
要
(
並
び
に
そ
の
坐
麿
)
の
増
加
は
そ
れ
に
数
倍
ナ
る
資
本
財
需
要
(
並
び
陀
そ

Z
孟
)
の
増
加
を
要
求
す
る
。
(
減

按
の
場
合
は
恰
鹿
逝
で
あ
る
が
旨
以
下
簡
単
の
た
め
噴
加
の
揚
告
‘
即
ち
景
無
土
鼻
白
場
合
だ
け
に
り
い
て
専
へ
る
。
可
従
う
て
資
本
財
産
業
の
費
動

8

， 



~ 
由、

事
で
あ
る。

11目

差
の
法
JtIJ 
告さ

公
式
通
り
作
用

し
得
る
た
め
に
は

若
干
の
前

提
古ミ

満
足
さ
オ1
tJ. 
lj!' 

t.r. 
ち
ぬ。
例
，、、

ば
角、， 
商

彼は温うか消費詑を否定してゐる。Cf.ibia. torne !. p. 281.狩曲目貼について
は...，-~)レヲーに於げるアヲダリオン'-0取扱ひを見ょ。 (G. Haberler: frngp" 
erity and Dep間縄問~~~V. ~d. I939，. P'， ~_~4) 
此由自占に翻して特に問題となるのは肯]壷曲企業者自前動であらう。彼等にと

が
消
費
財
経
業
の
輔
君
動
よ
り
ん
巾
で
あ
る
と
と
は
常
然
で
あ
っ
て
、
消
費
財
産
業
の
務
動
の
小
巾
左
と
と
を
理
市
と
し
て
、
そ
1
0
趨

動
杭
を
否
定
す
る
こ
と
ほ
営
ら
訟
い
。
然
し
そ
れ
だ
け
で
は
註
い
。
加
漣
度
の
法
則
に
従
へ
ぼ
、
資
本
財
生
宜
伸
の
ピ
ー
ク
忙
比
し
て

消
費
財
生
産
申
ぜ

1
ク
は
営
然
治
く
れ
を
示
寸
舎
で
あ
る
。
者
本
財
生
産
の
ピ
ー
ク
が
起
る
の
は
、
消
費
財
需
要
の
増
加
率
が
靖
加

か

ι減
少

K
縛
や
る
賦
(
消
費
財
生
産
の
同
E
o
n
-
z
の
轡
曲
耕
)
陀
於
て
で
あ
る
b

経
っ
て
、
そ
と
で
は
、
消
費
財
需
要
の
絶
針
景
は
備

増
加
し
つ
つ
あ
る
。
加
速
度
の
法
則
に
従
へ
は
、
消
費
財
宮
町
業
白
治
く
れ
は
か
〈
の
如
く
に
し
T
説
明
さ
れ
得
る
の
で
あ
っ
て
、
此

白
事
貨
は
消
費
財
産
業
の
従
属
性
主
示
す
も
白
で
友
い
乙
と
に
た
る
の
で
あ
る
。

7
フ
グ
リ
オ
町
、
ぜ
グ
ウ
在
ど
に
於
て
仲
町
、
資
本
財
商
業
の
務
動
の
犬
的
た
と
と
も
笠
以
で
置
も
に
そ
の
鵡
動
枚
目
根
擦
と
す
る
立

場
が
以
上
の
や
ろ
に
批
判
さ
れ
る
。
然
L
此
の
批
判
は
、
消
費
財
開
業
一
弘
亦
、
費
本
財
産
業
と
手
も
に
、
部
動
的
捺
業
た
り
得
旬
。
費

格
を
有
す
る
と
と
を
示
す
に
止
る
。
従
っ
て
景
気
循
環
遇
税
に
於
貯
る
消
費
財
虫
開
業
の
意
義
を
的
械
に
見
定
め
よ
う
と
す
れ
ば
、
品
開

《
匙
三

一
居
詳
細
た
分
析
が
必
要
と
た
る
わ
貯
で
あ
る
。

と
と
に
於
て
問
題
は
ご
う

K
分
れ
る
。
第
一
は
、
事
賓
に
於
て
消
費
用
法
開
業
は
起
五
劇
的
で
あ
っ
た
か
、

6
事
賓
の
問
顕
で
あ
る
。

E
白
問
題
に
つ
い
一
%
は
既
に
簡
単

ι縄
れ
た
が
、
後
に
織
稿
忙
於
て
詳
論
す
る
と
と
と
し
て
暫
〈
度
外
視
す
る
。
第
二
は
、
己
ヒ
で
論

擁
位
さ
れ
た
加
速
度
の
法
則
は
、
景
気
街
壊
の
現
貨
に
針
し
て
、
ど
の
程
度
ま
で
受
賞
性
を
有
す
る
か
、
の
問
題
で
あ
る
。
詳
言
す
れ

品
A
(綿
糸
)
D
需
要
増
加
に
よ
っ
て
そ
の
生
産
に
必
要
危
機
械

E
(
ス
ピ

y
ド
ル
)
の
需
要
増
加
が
生
宇
る
と
す
れ
ば
、
此
白
場
合
加

速
度
の
法
則
が
賓
現
さ
れ
る
た
め
K
は
、
(
一

)
A
産
業
に
於
て
遊
休
設
備
が
存
在
し
在
い
と
と
、
合
己

A
の
需
要
増
加
は
他
の
商
品
・

例
へ
ば
K
m
M
需
要
白
減
少
を
件
ム
乙
と
な
〈
し
て
行
は
れ
る
と
在
、
(
=
三
商
品
B
の
購
買
乃
至
生
産
に
必
要
注
貨
幣
資
本
が
遇
首
に

第
王
十
四
巻

景
気
循
環
過
程
に
於
け
る
聾
本
財
産
業
主
消
費
財
産
業

童書

掠

茸
= 

三五

k 
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は
、
そ
れ
話
さ
れ
た
い
霊
長
じ
て
、
狂
っ
て
雪
。
従
っ
て
、
以
K
O
批
判
は
そ
れ

E根
擦
が
薄
弱
と
な
る
。
以
下
此
の
均
脚

結
に
つ
い
て
詳
帆
た
る
吟
味
を
加
へ
ょ
う
o

4

6

W

問

先
づ
最
初
此
の
吟
味
を
初
め
る
に
先
立
っ
て
注
意
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
か
う
で
あ
る
。
此
の
法
則
は
消
費
財
需
要
(
或
る
吐

s

q悶

は
土
り
精
確
に
は
、
何
、
b
か
白
完
成
生
産
物
に
封
ナ
る
需
要
Y

が
よ
り
高
次
の
生
産
段
階
に
向
っ
て
逐
先
に
反
映
さ
れ
て
行
〈
過
程
に
闘
す
せ
時
間

:

誼

国

高

J

、

、

目

f

る
が
、
比
白
法
則
自
櫨
は
、
企
業
者
自
慢
が
生
産
手
段
の
需
要
に
闘
し
て
、
目
前
に
よ
り
低
次
の
生
産
段
階
か
ら
指
レ
向
け
白
れ
た

M

叩
吋

か

3

例

需
要
に
支
配
さ
れ
る
と
と
を
前
提
し
て
ゐ
る
。
然
し
乍
ら
此
の
反
映
は
、
話
漣
の
通
り
、
企
業
者
が
捨
首
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
然
無

1
け

h

る

nMμ

も
企
業
者
は
事
前
D
諌
想
に
於
て
此
白
需
要

E
見
積
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
そ
と
に
紫
槻
支
は
悲
観
)
の
錯
誤
が
添
加
さ
れ
る
己
と
事
耐
パ

、
防
引

は
歯
然
強
期
さ
れ
る
筈
で
あ
る

o
w愉
し
、
業
観
の
錯
誤
が
生
や
る
の
は
、
景
気
が
上
昇
し
、
従
っ
て
需
要
が
増
加
し
つ
i
h

あ
る
揚
合
引

h
t
一

で
あ
る
。
従
っ
て
か
く
四
如
き
景
気
上
昇
(
又
は
下
降
ぽ
の
，
一
般
的
雰
園
気
の
産
物
た
る
錯
誤
は
、
加
蓮
度
白
法
則
の
作
用
主
誇
空
9

誠一岡崎

町
群
向
聞

る
も
の
で
己
そ
あ
れ
、
そ
の
作
用
主
減
殺
す
る
も
の
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
企
業
者
活
動
が
強
想
に
支
配
さ
れ
る
と
い
ふ
事
費
は
、
も
に
0
凶

る
後
削

m

そ
白
由
理
想
が
か
〈
白
如
き
錯
誤
に
よ
っ
て
着
色
せ
ら
れ
る
に
止
る
限
り
に
於
て
は
、
加
蓮
度
の
法
則
に
射
し
て
何
ら
制
限
を
意
味
す
た
勘
叶
め

恥

白

醐

ト

ー
叩
此
叫
加

，。
Z
B

興
る
じ
凶
訓

は
あ

H
P

要
で
山
町

需
b
h
度
.

で
か
〕
団
連

つ
る
剖
加

景
革
循
環
過
程
に
於
け
る
費
本
財
産
業
と
消
費
財
産
業

第
五
十
四
巻

多存

続

主主

四

主孟

四

供
給
さ
れ
る
と
と
、
在
ど
を
必
要
と
す
る
。
然
し
此
の
前
提
保
件
は
現
貫
に
於
て
必
や
し
も
浦
さ
れ
な
い
。
加
速
度
。
法
則
の
作
用

る
も
の
で
は
な
い

D

此
の
意
味
忙
於
て
五
百
々
は
、
暗
闇
想
に
よ
る
需
要
白
波
及
を
も
含
め
つ
弘
、
加
速
度
の
法
則
を
理
解
す
る
。
賓
際
、
加
蓮
度
の
法
則

D
現
寅
D
作
用
様
式
は
率
る
企
業
者
心
事
前
白
強
想
に
よ
る
も
の
で
あ
ら
う
。
然
し
乍
ら
、

此
白
議
想
は
草
に

一
般
的
危
る
柴
翻

(
又
は
悲
翻
)

む
雰
囲
気
に
着
色
せ
ら
れ
る
の
み
に
止
ら
な
い
。
議
想
の
構
遁
は
企
業
者
に
上
り
、
産
業
に
よ
り
、
投
資
活
動
の
ノ
種
類

に
よ
り
夫
々
異
た
っ
た
特
徴
を
有
し
、
そ
白
あ
る
も
の
は
加
速
度
の
法
則
を
減
殺
す
る
方
向
に
作
用
す
る
。
い
ま
此
白
描
に
つ
い

τ

〆"

日)
12) 
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d
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O
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F
白

d

町

出

e

g
白
・
仏

国

S
担

。d
h
h

然
し
今
か
く
の
如
票
用
一
衣
的
産
莱
を
離
れ
て
、
奮
い
生
一
座
方
法
主
殆
ん
占
そ
の
ま
ミ
保
存
し
、
た
だ
外
部
白
描
花
に
池
山
隠
す
る
お
回
山

-
e
t
u
 

k
止
る
諸
産
業
、
謂
は
vh
第
-
一
次
附
た
る
産
業
に
限
を
騨
宇
れ
ば
、

E
う
で
あ
ら
う
か
。
此
の
揚
合
に
於
て
は
よ
記
D
如
昔
、
企
業
訓
一
品
刷

且
L

F

者
白
創
造
者
的
役
割
か
ら
来
る
と
己
る
θ
制
限
は
相
営
薄
弱
と
た
る
。
然
し
此
の
揚
合
と
離
も
、
倫
加
蓮
度
J

の
法
則
白
作
用
主
減
殺
ノ
邑
は
明

ι

ロ
t

z

す
る
と
己
る
白
他
白
事
情
が
存
在
す
る
。
此
の
事
情
は
ロ
パ

7
ト
ソ
ン
に
よ
っ
て
弐
白
如
く
指
摘
さ
れ
て
ゐ
る
。

mu山
川
同

t
F
H
M
 

P
A
Z
h
 

分
析
を
進
め
る
。

A
V

千
ピ
イ
ト
ホ
フ
乃
至
シ
品
ム
ベ
ー
タ
ー
が
強
制
し
た
通
h
y
、
品
開
ん
ど
凡
て
白
景
気
循
環
に
於
亡
、
そ
の
景
気
よ
昇
の
衝
撃

E
形

成
す
る
如
き
「
新
し
き
結
合
白
貫
現
」
乃
至
イ
V

ノ
グ
ヱ
イ
ヤ
ヨ
ン
九
シ
ユ
ム

4
:
グ

1
)

が
夫
々
存
在
し
、
モ
礼
よ
り
反
覆
的
に
奥
ん
ら

れ
る
衝
撃
が
好
況
推
進
D
重
要
な
加
動
力
と
な
っ
て
ゐ
る
。
今
か
く
の
如
き
産
業
的
革
新
が
直
接
に
行
は
れ
つ
ミ
あ
る
産
業
主
般
に

「
第
一
弐
的
産
業
」
と
呼
ぶ
在
す
れ
ば
、
明
か
に
己
れ
に
於
け
る
企
業
者
は
目
前
の
市
況
と
無
関
係
巴
行
動
し
つ
h
あ
る
も
の
で
あ

・
る
。
彼
等
が
見
積
る
需
要
は
事
る
架
空
O
も
り
で
あ
る
。
彼
等
は
需
要
に
従
ふ
の
で
は
友
〈
、
寧
る
謂
は
ピ
需
要
主
従
へ
、
こ
れ
を

創
造
す
る
白
で
あ
る
。
シ
ユ
ム
ベ
ー
タ
1
0
言
ム
如
〈
、
「
た
と
へ
経
済
的
観
察
が
出
費
す
る
根
本
的
事
寅
は
、
欲
望
充
足
己
そ
る

ら
ゆ
る
生
産
活
動
白
基
準
で
あ
担
、
且
っ
そ
白
時
々
に
奥
へ
ら
れ
た
る
経
済
欣
態
は
此
白
側
面
か
ら
理
解
せ
ら
れ
る
を
要
す
る
と
し

て
も
、
経
済
に
於
け
る
革
新
は
新
欲
望
が
先
づ
消
費
者
の
聞
に
内
褒
的
に
現
は
れ
共
の
座
カ
に
基
い
で
生
産
設
備
の
方
向
が
援
へ
ら

れ
る
と
云
ふ
風
に
は
行
は
れ
注
い
で
寧
ろ
新
欲
望
が
生
産
の
側
か
ら
消
費
者
に
教
へ
込
ま
れ
、
従
っ
て
イ
且
シ
ア
チ
イ
ず
は
生
産
の

側
に
あ
る
と
い
ふ
風
に
行
は
れ
る
D
を
常
と
す
る
よ
従
っ
て
彼
等
G
生
産
手
段
需
要
は
、
加
速
度
の
法
則
が
考
へ
る
り
と
は
、
全
然

異
っ
た
経
路
を
と
っ
て
現
は
れ
る
。

日

4

7
ト
ソ
ン
は
上
記
の
加
一
違
反
の
法
則
に
立
脚
す
る
議
論

E
・
特
に
7
7
9
H
元
ン
の
そ
れ
に
つ
い
て
、
か
う
批
判
す

he

-
-
加
漣
度
白
法
則
が
王
張
す
る
如
き
事
貨
は
、
た
し
か
に
、
固
定
資
本
を
要
す
る
こ
と
極
め
宅
少
な
い
産
業
に
つ
い
て
は
認
め
ら

景
輯
循
環
過
程
に
於
け
る
費
本
財
産
業
と
消
費
財
産
業

き
て
、

第
五
十
回
巻

五
五

主
五

傍

観

九

ム ___-'-_1一一一一
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民
“
，
明
。

m-市
克

る

。
叫
山
て
ゐ

る
宇
土
品
て

湖
L
極
恥

で
吋
恒
己

室
町
船
て
へ
司
ー

に
ヴ
ハ
再

評
叫
引
で
-

出
航
抑

ン

町

叫

z-

I
J向
島
h

一
日
伊
伺
刊

和一

U12

3
v
v
h
H再

開

J
J
R山

口
刈

s匂

E
羽

b
判

J
M
何
時

ま
町

Z
田

町
削
除
勘

於
出
!

之

n
g
汀

L
U
m
u
h
同

L
胤

瓦

加

潤

e
e」
U

M

か
〈
U
如
〈
、
第
二
次
的
産
業
民
於
て
す
ら
も
、
加
蓮
度
の
法
則
の
作
用
は
資
本
財
需
要
の
稜
展
に
叫
劃
し
て
部
分
的
に
止
る
が
、
相
町
山
M
M
制

然
し
此
白
上
に
尚
‘
別
箇
の
制
限
が
附
け
加
は
る
。
第
一
に
注
目
す
べ
き
は
貨
幣
側
白
事
情
で
あ
る
。
い
ふ
ま
で
も
た
〈
、
加
蓮
度
即
応
融

D
法
則
一
部
想
定
す
る
や
う
左
、
需
要
の
急
激
た
膨
脹
は
、
他
面
に
於
て
、
貨
幣
数
量
が
と
れ
丘
町
っ
て
増
大
す
る
己
と
一
主
要
求
す
ー
誠
一
山
晴

此
恥
叩
嗣
起

る
。
(
櫨
遁
速
度
に
つ
い
て
は
暫
〈
措
〈
。
)
束
縛
さ
れ
た
る
本
位
制
度
の
下
に
於
て
は
、
か
〈
白
如
昔
貨
幣
数
量
の
靖
司
大
は
営
然
困
難
で

b
る
。
己
h
にu
加
漣
度
白
法
則
D
障
害
{
然
L
晶
ず
し
も
畠
品
開
的
で
な
い
障
害
)
が
存
す
る
。
白
然
し
一
一
暦
重
要
た
白
は
寧
る
次
白
離
で
あ

f 

景
親
循
環
趨
程
に
於
け
る
費
本
財
産
業
E
消
費
財
産
業

れ
る
ロ
然
し
と
れ
ら
白
産
業
は
(
固
定
)
資
本
財
産
業
民
射
し
て
重
要
た
意
義
を
有
し
た
い
。
害
宋
財
産
業
に
劃
し
て
重
要
注
の
ほ
、

寧
ろ
、
同
定
資
本
を
多
量
忙
要
ナ
る
産
業
で
あ
る
が
、

E
れ
ち
に
つ
い
て
は

E
う
で
あ
る
か
。
此
等
の
産
業
に
於

τは
、
設
備
の
増

加
は
極
め
て
慎
重
左
用
意
者
以
て
行
は
れ
る
。
従
っ
て
、
目
前
白
需
要
が
靖
加

L
た
か
ら
と
い
り
て
、
直
ち
に
設
備
の
増
加
に
ほ
藩

、
手
じ
友
い
。
謂
は
皆
、
現
賓
の
需
要
(
丹

Z
E
E
-
骨
E
z
a
は
必
宇
し
も
、
「
正
首
と
看
倣
し
得
る
需
要
」

(
F
0
3
5ロE
V
W
骨

E
E〕

か
〈
て
、
此
等
の
産
業
で
は
消
費
財
需
要
の
増
加
は
費
本
財
需
要
増
加
の
原
因
た
り
得
る
か
も
知
れ
た
い

第
五
十
四
巻

ヨ王
占，、

第

観

五
六

で
は
左
い
の
で
あ
る
。

が
、
悼
惜
し
そ
の
唯
一
の
原
因
で
は
あ
り
得
た
い
。
ハ

1
ベ
ル
ラ
ー
も
類
似
の
立
揚
を
と
り
、
加
建
度
の
法
則
の
作
用
が
明
白
に
認
め

/

わ

ら
れ
る
の
は
、
主
と

L
て
流
動
委
本
に
闘
す
る
煩
期
的
栓
終
常
的
左
投
資
(
Z
E
E
-
n
E百
E
4
に
つ
い
て
で
あ
る
、
と

L
て
ゐ
る
叫

倫、

E

L
に
ロ
パ

T
ト
ソ

Y
が
樹
て
た
匝
別
は
、
ケ
イ
ン
ズ
の
「
短
期
預
想
」

T
F
E
K
E
R官
a
Z
E〕
と
「
長
期
預
想
L
(
目。品

5
5

2
官
官
吉
岡
)
と
白
匝
別
と
、
根
本
に
於
て
、
同
一
の
着
眼
に
出
中
る
と
と
も
併
せ
て
注
意
さ
る
べ
き
で
あ
ら
引
。

此
の
ロ
パ
ア
ト
ソ
ン
の
議
論
は
正
し
い
。
然
L
此
白
議
論
は
加
蓮
度
の
法
則
を
制
限
す
る
だ
貯
で
あ
っ
て
、
加
議
度
の
法
則
を
全

面
的
に
否
定
す
器
も
の
で
は
品
川
ぃ
。
ケ
イ
ン
ズ
も
注
意
し
て
ゐ
る
や
う
に
、
「
同
前
の
消
費
財
需
要
の
強
さ
」
は
「
長
期
預
想
」
の
決
定

因
子
白
一
っ
と
清
一
倣
さ
れ
得
為
。
た
w
お
そ
れ
は
、
多
〈
白
決
定
因
子
D
中
白
一
う
に
止
り
、
し
か
〈
有
力
で
在
い
と
い
ふ
ま
で
ぜ
あ

/
 

-る。

". 
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る
。
第
二
に
、
加
建
度
の
法
則
は
完
全
操
業
を
前
提
す
る
。
査
し
、
今
商
品
A
D
需
要
が
増
加
し
た
と
し
て
も
、
K
A

産
業
に
遊
休
設

備
が
存
在
す
る
注
ら
ば
.
A
産
業
は
そ
の
生
産
比
『
必
要
注
る
機
械
を
増
加
注
文
せ
や
と
も
そ
D
増
加
需
要
に
際
じ
得
る
か
ら
で
あ

る
。
と
こ
ろ
で
景
気
上
昇
D
初
め

K
於
て
は
倫
相
営
白
遊
休
設
備
が
建
存
す
る
。
従
っ
て
此
D
前
提
は
景
気
上
昇
が
相
営
遂
行
し
た

後
に
於
て
立
怠
け
れ
ば
満
さ
れ
詮
い
。
即
ち
、
そ
れ
が
作
用
す
る
白
は
累
積
的
波
及
が
相
嘗
に
徹
底
し
た
後
に
於
て
ど
あ
る
。
此
の

〔盤
-
z
J

勲
か
ら
も
加
速
度
の
法
則
白
酒
用
は
制
限
在
家
る
。

然
し
此
の
制
限
に
つ
い
て
は
倫
別
に
考
ム
ペ
害
事
情
が
あ
る
。
-
上
記
の
如
く
に
し
て
、
増
加
需
要
白
加
速
度
的
波
及
は
過
剰
設
備

を
有
ず
る
産
業
に
於
て
停
止
す
る
。
岬
惜
し
此
の
停
止
圭
同
時
に
、
そ
と
に
利
潤
が
現
は
れ
る
。
荒
し
、
遊
休
設
備
の
利
用
は
生
産
費

の
低
下
を
も
た
ら
す
か
ら
で
あ
る
。
件
。
利
潤
は
購
買
力
増
加
と
じ
て
新
し
い
加
速
度
法
則
的
波
及
の
起
鞘
と
友
る
。
換
言
す
れ

ば
、
加
速
度
法
則
的
波
及
は
遊
休
設
備
に
於
で
再
生
ず
る
わ
け
で
あ
る
。
己
の
こ
と
は
、
同
定
設
備
へ
白
依
存
度
の
高
い
環
業
ほ
ど

援
動
が
激
し
い
と
と
を
説
明
す
る
一
つ
の
事
情
と
考
へ
ら
れ
る
a

此
の
事
情
を
考
へ
併
せ
る
と
、
加
速
度
の
法
則
に
と
っ
て
完
全
操
業
の
前
提
は
些
程
重
要
で
た
い
や
う

κ思
は
れ
る
。
勿
論
、
或

る
限
ら
れ
た
教
の
、
互
に
隣
接
し
合
ム
生
産
段
階
群
を
と
っ
て
そ
自
問
白
需
要
。
波
及
を
考
察
し
O
L
あ
る
り
で
あ
れ
ば
、
完
全
操

業
白
前
提
は
此
の
意
味
J
K
於
で
軍
要
で
は
た
い
図
然
し
己
パ
で
問
題
、
む
し
つ

L
あ
る
波
及
は
最
低
次
D
消
費
財
生
器
段
階
か
ら
始
量

っ
て
杢
生
産
過
程
を
遁
過
し
て
最
高
共
生
高
段
階
に
及
ぷ
波
及
で
あ
る
。
然
る
に
、
調
剰
設
備
が
存
在
す
る
左
ら
官
、
此
の
波
及
は

そ
白
温
刺
殺
備
が
存
在
す
る
段
階
に
於
て
ゆ
断
さ
れ
ね
ば
た
ら
ね
。
か
〈
白
如
き
中
断
が
中
聞
の
段
階
民
一
於
て
起
り
得
る
限
り
に
於

て
は
、

E
L
で
問
題
と
し
た
や
ろ
友
主
張
、
印
ち
『
資
本
財
需
要
の
鑓
動
は
消
費
財
需
要
白
棋
大
さ
れ
た
反
映
で
め
る
』
と
い
ふ
主
張

は
最
早
成
立
し
得
た
占
怠
る
。
か
く
て
、
完
全
操
業
白
前
提
は
加
蓮
度
の
法
則
そ
の
も
の
に
と
っ
て
は
必
や
し
も
大
き
た
制
限
を
意

味
じ
た
い
と
し
て
も
、
己
、
に
問
題
と
す
る
や
ろ
註
形
ち
の
加
蓮
度
目
法
則
に
と
っ
て
は
依
然
と
し
て
犬
昔
た
制
限
で
あ
る
。

景
集
循
礎
過
程
に
於
け
る
費
本
財
置
業
主
消
費
財
産
業

第
五
十
回
答

静

観

五
七

五
七

シュムペーターι極官専務展の理論可申山、東畑共曹、 p..65 
D. H，. Robertson: ，A Stl1dy of Industrial lfluctuation，均月， p. :123・
Haberler.: Prosperity and "Dedre岨 on，1939， pp. 97-98~ 

一 一

)

)

)

 

5
6
7
 

z
z
z
 



景
揖
循
環
過
程
に
於
吐
る
責
本
財
産
業
と
消
費
財
盛
業

第
五
十
四
巻

三五
/1、

第

掛

五
F、

以
上
の
分
析
に
従
へ
ば
、
資
本
財
産
業
の
大
巾

D
鑓
動
忙
謝
し
て
加
蓮
皮
の
法
則
が
説
明
を
奥
へ
得
る
力
は
宮

Eω
『
宮
町
に
考

、

へ
ら
れ
る
ほ
ど
大
き
い
も
白
で
は
な
い
。
帥
ち
そ
の
作
用
が
瀬
著
た

D
は
、
謂
は
ぽ
第
二
抗
的
産
業
白
、
然
も
流
動
資
本
に
射
す
る

短
期
的
投
資
に
於
て

b
あ
り
、
然
も
そ
の
上
に
向
景
気
上
昇
が
相
嘗
に
進
行
し
た
後
に
限
ら
れ
る
。
か
く
て
費
本
財
産
業
の
費
動
が

消
費
財
産
業
の
モ
れ
に
比
し
て
格
別
顕
著
で
あ
る
の
に
封
し
て
、
そ
白
う
ち
加
速
度
白
法
則
を
以
て
説
明
し
得
る
部
分
は
徐
り
に
も

小
さ
い
。
吾
々
は
加
蓮
度
の
法
則
。
作
用
を
金
庫
的
に
否
定
し
去
ら
う
と
恩
は
な
い
が
、
資
本
財
産
業
の
か
く
も
顕
著
な
鑓
動
が
そ

れ
巴
よ
っ
て
蒐
分
に
説
明
さ
れ
得
る
と
は
4
4
へ
得
左
ぃ
。
む
れ
が
本
節
の
分
析
白
最
後
的
結
論
で
あ
る
。

(
桂
一
)
加
速
度
D
揖
則
と
い
ふ
と
き
は
、
般
密
に
一
耳
へ
ば
、
或
る
段
階
に
褒
生
し
た
生
産
物
需
要
が
よ
り
撰
古
書
札
で
失
白
よ
P
高
夫
白
段
階
に

世
及
し
て
行
〈
過
程
に
闘
ナ
5
0
従
ワ
て
そ
れ
は
、
圭
生
産
週
桂
内
部
由
或
る
限
ら
れ
た
惜
接
段
階
群
内
部
白
現
串
で
.
あ
っ
て
差
支
へ
な
い
わ
け
で
あ

る
。
晶
の
臨
り
に
於
て
は
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
も
、
加
遁
度
の
法
則
を
考
九
で
ゐ
な
い
と
は
云
へ
た
い
。
例
へ
ば
、
好
況
期
間
中
間
接
消
費
財
白
生
産
が

累
積
的
に
帯
大
ナ
る
こ
と
は
彼
白
最
も
詮
目
ナ
る
事
費
で
島
る
示
、
此
由
説
明
に
営
っ
て
、
間
接
消
費
財
が
新
し
い
周
接
消
費
財
白
生
産
設
備
白
建
設

に
使
用
さ
れ
る
と
と
に
控
目
し
て
ゐ
る
如
き
は
と
れ
で
あ
る
(
〉

E
r巴
こ
む
同
諸
国
♂
目
立
邦
晋
」
一
七
回
頁
)
。
し
か
し
、
こ
こ
で
問
題
と
す
6
加
速

度
由
法
則
は
こ
れ
と
靖
晃
る
。
そ
れ
は
安
本
財
生
産
由
、
盟
副
を
消
費
財
生
産
自
由
直
勤
か
ら
置
明
せ
ん
と
ナ
る
も
の
で
あ
る
e
曲
白
限
り

ι於
て
、
そ
れ

が
問
題
と
す
る
波
及
過
程
は
、
生
産
過
程

Z4長
に
闘
す
る
。
砂
〈
を
も
そ
札
は
、
生

F
過
程
の
相
官
庚
い
部
分
に
亙
る
も
由
と
解
さ
れ
ね
ぽ
な
ら
向
。

(
註
ご
)
ピ
グ
り
に
訴
で
は
助
白
分
析
は
放
棄
さ
れ
て
ゐ
る
。
従
ワ
て
彼
に
於
て
は
、
消
費
財
産
業
も
費
本
財
産
業
も
何
札
も
起
動
的
た
り
得
る
e

ア
フ

p
p
オ
ン
に
於
て
は
既
諸
白
跡
周
理
論
白
立
揚
が
こ
れ
に
加
る
。
従
っ
て
、
原
理
的
位
は
、
起
動
的
な
白
は
消
費
町
産
業
で
あ
っ
て
費
本
財
産
業

で
は
な
い
と
と
と
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・
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縮
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。
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上
記
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加
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制
限
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い
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し
午
色
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好
誼
由
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割
品
に
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遊
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設
備
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い
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